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NASA/DC8　survey flights over whole pacific ocean have been performed twice in the NASA/

GLOBE program. The first flight is Nov., 1989　and the second is May to June, 1990.

Cooperatiive lidar observations of the tropospheric aerosol backscatter have also conduc

ted at the both times by seven Japanese ground based lidars, one airborne lidar of CRL

and two airborne lidars of DC-8. All Japanese lidars have been operated successfully on

24th of November,1989　at the first survey flight. Results of Japanese lidar observations

will be shown.

1 9　8　6　年から1 9　8　9年にかけてN A S AはG L O B E計画と呼ばれる地球的規模で大気中エ

アロゾルの散乱係数分布の調査を行ってきた｡　G L O B E計画の目的は､　N A S Aが1 9　9　0年代

の地球観測計画と　して考えている　E O S (E A R T H O B S E R V I N G S Y S T E M)プロ

ジェクト　において大気の風を測定する　L A W S (L A S E R A T M O S P H E R I C W I N D

S O U N D E R)ミ　ッ　ショ　ン設計のために必要な大気中エアロ　ゾル散乱係数のデータを提供する　こ

とである　　E O S　で計画されている　L A W S　は､約8　0　0　k mの極軌道プラ　ットホームから地上に

向けてレーザ(現在は1 0　〟mのC O2レーザが予定されている)を発射し､大気中に浮遊してい

るエア　ロア　ゾルからの散乱光を再びプラ　ットホ-ムで受信し､受信光のドッ　プラー　シフトから風の

測定を行お　う　とする　ものである｡　このL A W S　の基本設計を進めるに当たっては､　C O2レーザの波

長でエアロ　ゾルの散乱係数がどこでどの程度であるかが重要であり､　このため次の3つのテーマに

分けてG L O B E計画は実施されてた｡

1 .地上及び航空機観測

2.散乱係数データの評価

3.散乱係数の理論とモデリ　ング

G L O B E計画の中で､ N A S A/D C-　8搭載観測機器による太平洋横断飛行によるエア　ロ　ゾル

観測が､第1回目と　して1 9　8　9年1 1月に､　また1 9　9　0年5月には第2回目が実施された｡

!富で



D C　-　8　に搭載された観測機器は

1.　　J P L C O　2パルス　ラ　イ　ダー

2.　　N A S A　�"　G S F C/O.　5　3, 1.　0　6, 1.　5　4 /z m　ライ　ダー

3.　　N A S A　�"　M S F C/C W C O2ラ　イ　ダー

4.　　-ワ　イ大学/レ-ザオブィ　カルパーティクルカ　ウ　ンター　(L P O C)

/凝縮核力ク　ンクー

5.　　ジョ　ージヤ工科大学/フ　ィルター･イ　ンバククー　サ　ンプリ　ング

6.　　N A S A　�"　A R C　　オブィ　カ　ルパーテ　ィク　ルカ　ウ　ンタ　ー

であ　っ　た｡

この太平洋でのD C　　　による観測の中で､ 1 9　8　9年1 1月　2　3　日と　2　4　日に1 9　9　0年6月

3　日に日本でのローカル飛行が実施され､　日本各地のライ　ダ-と同時観測が行われた｡ 1 9　9　0年

6月の飛行では関東地方を除いて曇っており､筑波の気象研と環境研とが共同観測に参加した｡ 1

9　8　9年の　2　3　日の時は　　-　9　k mの高度に雲があったが､　2　4　日は全ての観測地点で快晴であっ

た.表1に各観測機関を示している｡各観測地点の比較観測を行う　には､　ライ　ダーで得られたデー

タの校正を各観測地点で行う必要がある｡　この校正は､対流圏界面付近でのマ　ッチ　ング法を使って

行うため､　2　3　日のよ　うに雲がある場合は各地のラ　イ　ダーデータの比較は校正の際に大きな誤差を

含み困難である｡　このため､　日本各地でのデータの比較は2　4　日のみで行った｡図2　に､各地のラ

イ　ダーによるデータを散乱比で表わしているが､特に福井､名古屋､長野(信州大学のデータは図

2　には含まれていないが福井や名古屋と同じ傾向である)の中部地方で　　　7　k mの高度領域に強

い散乱層が見られるo　このような散乱層は､ D C-　のN A S A/G S F Cライダーで観測された

ク　イ　ックルックデータでも存在しているが､　D C-　　の2　4　日のデ-タ　はデータの校正に問題があ

るとのことで残念なら今の所ク　イ　ックルック以上の解析はなされていない｡

日本各地でのライ　ダーによる同時観測はこのD C　　　との1回の観測からも興味結果が得られる

ように､黄砂等の対流圏エアロゾルの輸送を理解する上で効果的な観測方法である｡　しかし､各ラ

イ　ダーの同時観測を行うには観測の繰り返しが必要であり､なんらかの観測体制のの組織化が望ま

れる｡今後､日本各地のライダー同時観測キャ　ンペーンが何年かにわたって実施されることを期待

したい｡　シンポジュウムでは､通信総研の航空機搭載ライ　ダ-とD C-　8　との同時観測についても

報告を行う予定である｡
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Table 1 Japanese Lidar sites Fig.l Lidar data obseved on Nov.24,1990
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